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Abstract 

Pseudamophilus japonicus Nomura, 1957 was recorded in Toyama Prefecture for the first time as a literature. 

Since this species has already been recorded in neighboring prefectures, its confirmation in Toyama 

Prefecture was expected. 
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緒言 

ケスジドロムシ Pseudamophilus japonicus 

Nomura, 1957 は、日本最大かつ日本固有のヒメ

ドロムシ科 Elmidae の甲虫であり、本州と九州

に分布する（上手 2015）。しかし、河川開発あ

るいはダム建設などによる河川環境の変化や、

河川敷の整備などによる河畔林の消失で多く

の産地が消失したため、『レッドデータブック

2014 日本の絶滅のおそれのある野生生物 5 昆

虫類』および『環境省レッドリスト 2020』では

絶滅危惧 II 類に選定されている（上手 2015; 環

境省 2020）。 

富山県における本種の記録は、文献として引

用できるものが存在せず、神通川水系と小矢部

川水系で確認されたと読み取れる富山河川国

道事務所作成の資料がインターネットで閲覧

できるのみとなっている（富山河川国道事務所

2018, 2021）。しかも、これらには採集地点や採

集日などの具体的なデータが記されておらず、

また、情報源は河川水辺の国勢調査と書かれて

いたことから、証拠標本も残存しないと思われ

る。 

絶滅危惧種の県単位での新たな生息地の発

見を、証拠標本をともなって引用できる形で記

録することは重要と考えられるため、筆者らは、

富山県内で採集した本種の標本を、文献として

引用できる形での初記録として報告する。 

なお、本種は絶滅危惧種に選定されているた

め、採集地点の詳細な地名は伏せて記録するが、

富山市科学博物館（富山県富山市）には全地点

の標本が保管されており、そのラベルには詳細

地名が明記されている。また、幼虫は林・上手

（2023）に基づいて若齢か老熟かを区別して記

録した。 
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Fig. 1. Pseudamophilus japonicus Nomura, 1957 of Toyama Prefecture. A, habitat of Kurokawa River Site 

A; B, Mating individuals in Kurokawa River Site A; C, habitat of Kurokawa River Site B; D, habitat of 

Kumano River; E, habitus of adult individual collected from Yamada River. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録 

成虫 39 頭、富山県富山市内の黒川 A 地点（神

通川水系熊野川支流）、14. VII. 2019、岩田朋文・

岩田泰幸・市川靖浩採集、市川・富山市科学博

物館（TOYA-Ji-62113～62144）保管；成虫 3 頭、

富山県富山市内の黒川 B地点（神通川水系熊野

川支流）、14. VII. 2019、岩田朋文・市川靖浩採 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集、市川・富山市科学博物館（TOYA-Ji-62145～

62146）保管；若齢幼虫 1 頭・老熟幼虫 1 頭、富

山県富山市内の黒川 C 地点（神通川水系熊野川

支流）、31. X. 2023、森井隆文採集、富山市科学

博物館（TOYA-Ji-62161～62162）保管；成虫 15

頭、富山県富山市内の熊野川（神通川水系）、14. 

VII. 2019、岩田朋文・岩田泰幸・市川靖浩採集、
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市川・富山市科学博物館（TOYA-Ji-62147～

62160）保管；成虫 1 頭、富山県南砺市内の山田

川（小矢部川水系）、16. VI. 2024、澤田研太採集、

富山市科学博物館（TOYA-Ji-62163）保管。 

 

採集状況 

黒川 A 地点（Fig. 1A）は、周辺に森林が広が

り、川岸にツルヨシが生育し、河川流路内に直

径 10 cm 未満の細い流木が散在する環境であっ

た。本種は、こうした流木上で多数が見られ、

交尾個体（Fig. 1B）も確認された。 

黒川 B地点（Fig. 1C）は、周辺に畑地や民家

が広がり、岸辺が護岸されているものの、護岸

内にツルヨシが繁茂する自然状態の陸地が形

成されている環境であった。流木は数本しか見

られず、本種も少なかった。 

黒川 C 地点は、黒川 B 地点から約 1.5 km の

距離にあり、周辺環境は類似していた。森井氏

によると、幼虫は岸辺の植物群落の根際から得

られた、とのことである。 

熊野川の採集地点（Fig. 1D）は、畑地と森林

の境界部付近に位置し、岸辺にツルヨシが繁茂

する環境であった。流木は少なく、本種の個体

数も少なかった。 

山田川の採集地点は、水田に囲まれた平野部

の中流域であった。川岸に繁茂したツルヨシの

根際から採集した。流木は少なく、確認できた

のは 1 頭（Fig. 1E）のみであった。 

 

考察 

黒川では個体数も多く、幼虫も確認されたた

め、神通川水系における重要な生息地と考えら

れる。また、黒川 C地点では若齢幼虫と老熟幼

虫が同時に得られた。本種の幼虫期間は飼育下

での観察により 2～3 年と推定されており（林

2009）、富山県でも幼虫期間は 1 年以上である

ことが示唆された。 

小矢部川水系山田川における記録は、富山県

内には神通川水系以外にも本種の生息地があ

ることの証左といえるが、現時点では成虫 1 頭

しか得られていないため、今後、より詳しい生

息状況の解明が求められる。 

富山県周辺では、本種は福井県（上手 2013 な

ど）、石川県（渡部 2018 など）、新潟県（岩田

ら 2024 など）、岐阜県（豊島 2015 など）から

記録されているほか、採集地や採集日などの具

体的なデータをともなう記録ではないものの、

長野県千曲市発行の『千曲市版レッドリスト

2022』（千曲市・千曲市環境市民会議 2022）で

絶滅危惧 II 類に選定されていることから、長野

県北部にも分布するようである。そのため、こ

れらの県に囲まれた富山県にも本種が分布す

ることは十分に予想されていたが、長らく未記

録なままであった。本稿により、ようやく引用

できる形で記録され、分布することが明示され

た。なお、今回は富山県西部と中央部の 2 水系

からのみの記録となったが、新潟県では妙高市

や上越市などの上越地域でも記録されている

ため（岩田ら 2024）、今後、富山県東部での発

見も期待される。 
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